
令和５年 6 月 1 日 
道灌山学園保育福祉専門学校 
校長 髙橋 系治 殿 

道灌山学園保育福祉専門学校 
学校関係者評価委員会 

 
２０２２年度 学校関係者評価報告書 

学校法人 道灌山学園 道灌山学園保育福祉専門学校は、２０２２年度の自己評価を鑑みて
学校関係者評価を行いましたので報告致します。 

 
記 

１．学校関係者評価について 
学校関係者評価を、卒業生、同種関係者界、保護者、地域の方を合わせ学校が依頼した
委員の方々で構成されている。「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき学
校で行った自己評価の結果を客観的に評価する。 

 
２．目的 

学校が行った自己評価の結果を踏まえて、あらためて学校関係者評価委員の方々より
客観的学校運営の発展、改善点等、教育の質を確保するための方策を図ることを目的と
して行います。 

 
３．自己評価・学校関係者評価の期間 

２０２２年度（２０２２年４月１日～２０２３年３月３１日） 
 
４．学校関係者評価委員会委員 

北原 隆史  東京教育保育専門学校校長      （教育関係者） 
芦川 浩之  学校法人あおい学園 あおい幼稚園園長 （教育に関し知見を有するもの）  
髙橋 系造  社会福祉法人道灌山心育会 道灌山保育園園長  

（教育に関する知見を有するもの）  
早川 裕介  道灌山学園保育福祉専門学校同窓会会長 （卒業生） 

 
５．学校関係者評価委員会の開催 
  令和５年 3 月２３日 （道灌山学園 教育センター3 階会議室） 
 
６．学校関係者評価委員会報告  
  別紙のとおり 



 

２０２２年度（令和４年度） 

学校関係者評価報告書  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年３月 

学校法人 道灌山学園 

道灌山学園保育福祉専門学校 
 
 
 
 
 
 
 



 
１，学校の理念・教育目標 

幼児教育は、人間性の基礎を培う上で、極めて大切であり、それには、心豊かで誠意と
愛情を持った保育者の養成が重要と考え理念・目標に掲げて教育に取り組んでいる。近
年、保育・介護に対する重要さが叫ばれ、保育者・介護者への期待が増し、その期待に
応える得る学生の育成を目指す。 

２．重点目標と達成計画 
本校では、学校運営を円滑に行うために全教職員が教育の理念を十分理解し、学生の資
質の向上、意欲のある学びに取り組み、自主性のある学生の育成に努めている。 

（１） 学生の資質の向上と、実力のある教員・介護福祉士の養成 、保育者・介護者とし
ての自覚と使命感のある人材を育て、必要な技能や知識を身に付ける。 

 ・幼児の発達段階や課題を理解し、指導の出来る能力を養う。 
 ・高齢者の心と体の仕組みを理解し総合的に生かせる能力開発を推進する。 
 ・人間性を備えた良き社会人として正しい倫理感を持つ人間を養成。 

 （２）意欲があり人間性の高い、幼稚園教諭・保育士・介護福祉士の育成 
 ・意欲的で自ら気付いて行動できる感性を養う。 
 ・仲間と共に学び合う中で、コミュニケーション能力を高め協力し合う人間関係を 

構築する。 
 ・人間愛の元、一人ひとり認め合い、持続可能な社会づくりに貢献できる人材の育成。 

３，評価項目別取り組み状況のご意見・質問は以下に記載する 
 （１）基準Ⅰ 教育理念・目標・育成人材像 

新型コロナウイルス感染症が令和 4 年 1 月の第 6 波、そして昨年 5 月～今年２月の感
染流行第 7 波・第 8 波と発生したが、その対策のためにオンライン授業で対応せざる
をえなかった科目も多々有った。施設実習についても受け入れ側のコロナ罹患の発生
又は罹患防止の為、施設実習学内演習の授業に替えて実施した事例もあった。また、３
密防止の観点で中止せざるを得なかった学校行事もあり、対策を取ったうえでの授業
実施で教育目標をどのようにして達成していったかについて意見が寄せられた。 

 （２）基準２ 学校運営  
新型コロナウイルス感染症の初期段階では、学生自身の感染対策への意識が薄く、消毒、
３密の意識付けが引き続き必要との意見があった。しかし昨年 5 月 11 日に政府から感
染予防対策のマスクに対する見解が出され、対応に変化。クラス合同の講義は、大ホー
ルでソーシャルディスタンスを守りながら講義、オンライン授業から徐々に通常の授
業環境に戻りつつある。 

  
（３）基準３ 教育活動 

新型コロナウイルス対応として新年度教科書を各学生に発送し講師より課題を出題し



学習を開始。リモート学習の環境準備を進めていく。学生一人一人に通信環境を訪ね、
学校より各学生のスマートフォンにテスト通信をして確認するなど、新しい教育方法
のノウハウの蓄積となった。 
学生のリモートでの学習の成果についてどうであったかの質問が寄せられた。 
講師のパソコン環境を確認した結果、自宅より発信する方、学校から映像発信する等講
師の状況に合わせて対応が、引き続き講じられた。 

（４）基準４ 学修成果 
 各関係機関から送られている感性症対策ガイドラインに基づき保育実習のカリキュ
ラム作成を行い、校内での実習に変わる施設実習学内演習が行われた。 
 健康観察表を導入、授業前に記入の意識付けを行うことを徹底した。 
 コロナ禍で授業が滞りなく実施されている報告を受け、直接体験の経験不足が心配さ
れるとの意見もあった。 

（５）基準５ 学生支援 
 日本学生支援機構の給付奨学金、貸与奨学金、各自治体の保育士修学資金の紹介、学
費の分納制度等、学生にとって学びやすい支援について質疑があった。 

（６）基準６ 教育環境 
 大ホールでの授業が出来る環境、新型コロナウイルス対策によるオンライン授業の整
備、本年度は、今まで以上に環境を整備することが早急に求められた。委員からは必要
性に迫られた即効性のある対応に対し賛美が寄せられた。 

（７）基準７ 学生の募集と受け入れ 
 学校説明会学期始めは、自粛をせざるを得なかったが、後半は安全面に十分配慮しな
がら３密を防止し、消毒を徹底し来場者カードを記入して、開催することが出来た。 
 高等学校への説明会は、減少傾向にあり募集には苦戦が予想される。 
委員からは、個別相談会の開催に努力しこのような時期こそ地道な学生募集に加え、検
討試行中の指定校制度は重要でないかとの意見があった。 

（８）基準８ 財務 
 １８歳人口の減少傾向がみられ、大学、短大ですら苦戦しているといわれている。学
生が集まって初めて学校運営が成り立つ現在、従来以上に高等学校との連携を図るこ
とが重要ではないかと意見があった。 

（９）基準９ 法令等の遵守 
 毎年の機関に対しての業務報告書を提出し法令基準に遵守し確実に行っている。東京
都より学園全体の会計監査も数年毎に行われている。 
 学生のしおりに必要な規則・規定を整備し学生に提示しているが、意識付けを効果的
に行うことが大切ではないかと意見が寄せられた。 

（１０）基準１０ 社会貢献・地域貢献 
 各施設では、行事の際には実習生の手伝いで執り行われることが多々あるが、本年度



もすべての行事が見送りとなり地域に出る活動は、自粛せざるを得なかった。 
４，令和４年度重点目標の自己評価について 

世界中が１００年に一度という感染爆発に見舞われて３年目、日常出来たことが出来
ない日々が続いて来た。道灌山学園の本幹の心育学に向けて学ぶ形態は変わっても修
学の機会を確保することを重要ととらえ、取り組む一年であった。 
Ⅰ. 学生の学びを確保するために、新学期は教科書の宅配便での発送と課題を同時に課

しその後、提出をさせるなど、社会状況に応じて学校として配慮した。 
Ⅱ.従来の講義の形態で学生が直接教室で聞く対面講義、オンラインでの授業等、様々

な形態が実行されたが、授業を推進する側、学生側も前向きに取り組むことにより
良い成果を出し得た。 

Ⅳ. 学生と教職員、学生同士のつながりが希薄となり、今年コミュニケーションの重要
性を改めて感じさせられ、不足したコミュニケーションの取り戻しを今後の課題
とする。 


